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旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館 

来
館
者
数
が 

一
五
〇
万
人
を
突
破
！

▼
日
本
銀
行
の
歴
史
や
業
務
、
ま
た

小
樽
の
歴
史
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
広

報
施
設
で
あ
る
旧
小
樽
支
店
金
融
資

料
館
は
、
北
海
道
命
名
か
ら
一
五
〇

年
の
二
〇
一
八
年
、
開
館
一
五
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

▼
「
一
五
〇
」
年
、「
一
五
」
周
年

と
続
き
、
去
る
二
〇
一
八
年
十
月

十
六
日
に
は
当
資
料
館
開
館
以
来

「
一
五
〇
」
万
人
目
の
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
一
五
〇
万
人
目
の
お
客
様
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
旅
行
で
来
館

さ
れ
た
早
坂
さ
ん
ご
夫
妻
。
金
融
資

料
館
館
長
の
小こ

髙た
か

咲
し
ょ
う

札
幌
支
店
長

か
ら
認
定
証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
お
客
様
は
と
て
も
驚
い
た

様
子
で
、「
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ

た
の
で
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
偶
然

一
五
〇
万
人
目
の
来
館
者
と
の
こ
と

で
幸
運
で
す
。
こ
れ
か
ら
お
金
に
縁

が
あ
る
の
か
な
？
」
と
の
感
想
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
金
融
資
料
館
で
は
、
今
後
も
ご
来

館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
展
示
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
小
樽
に
お
越
し
の
際
に
は
、ぜ
ひ
、

金
融
資
料
館
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は

特
別
展
を
開
催
中

▼
旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は
北

海
道
一
五
〇
年
特
別
展
と
し
て
「
開

拓
使
兌だ

換か
ん

証
券
と
『
円
』
の
誕
生
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
北
海
道
は
か
つ
て
「
蝦え

ぞ

ち
夷
地
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
八
六
九

（
明
治
二
）年
に
太
政
官
布
告
に
よ
っ

て
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
は
、
命
名
か
ら
一
五
〇

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
、
一
八
六
九
年
七
月

に
蝦
夷
地
の
開
拓
を
つ
か
さ
ど
る
開

拓
使
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
を
整
え
る
中
で
、
貨

幣
制
度
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
ず
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に

新
貨
条
例
を
制
定
し
て
全
国
統
一
の

新
し
い
貨
幣
単
位
「
円
」
を
導
入
し
、

政
府
紙
幣
「
大
蔵
省
兌
換
証
券
」
を

発
行
し
た
の
に
続
い
て
、
翌
年
一
月

に
は
、
開
拓
使
の
経
費
を
補
う
た

め
「
開
拓
使
兌
換
証
券
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
偽
造
が
多
発
し

た
こ
と
か
ら
、
同
年
新
た
な
政
府
紙

幣
が
発
行
さ
れ
、
間
も
な
く
開
拓
使

兌
換
証
券
は
通
用
停
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
八
八
五
（
明
治

十
八
）
年
に
最
初
の
日
本
銀
行
券
が

小髙館長から認定証と記念品を贈呈

認定証を手に記念撮影

金
融
資
料
館

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
二
日（
火
）ま
で
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発
行
さ
れ
、
紙
幣
は
次
第
に
日
本
銀

行
券
に
一
元
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

▼
今
回
の
特
別
展
で
は
明
治
初
期
の

紙
幣
や
開
拓
使
兌
換
証
券
を
通
し

て
、「
円
」
の
誕
生
お
よ
び
そ
の
変

遷
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
銀
行
本
店
の
創
業
時
の

建
物
と
し
て
使
わ
れ
た
開
拓
使
出
張

所
（「
開
拓

使
物
産
売
捌

所
」）
に
つ

い
て
も
、
日

本
銀
行
と
の

関
わ
り
を
交

え
て
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
休
館
日
】

　�

水
曜
日
、
年
末
年
始
（
二
〇
一
八

年
十
二
月
二
十
九
日
（
土
）
～

二
〇
一
九
年
一
月
五
日
（
土
））

【
開
館
時
間
】
午
前
十
時
～
午
後
五
時

※
最
新
の
情
報
は
金
融
資
料
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】

　
北
海
道
小
樽
市

　
色
内
一
―
一
一
―

　
一
六

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
金
融
資
料
館

　
〇
一
三
四
―
二
一

　
―
一
一
一
一

http://w
w
w
3.boj.

or.jp/otaru-m
/

「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」 

認
定
を
取
得
し
ま
し
た
！

▼
日
本
銀
行
は
、
八
月
三
十
一
日
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
次

世
代
法
）
に
基
づ
く
優
良
な
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
「
プ
ラ
チ
ナ

く
る
み
ん
」の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

▼
「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」
認
定
は
、

次
世
代
法
に
基
づ
く
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
企
業
と
し
て
「
く
る
み
ん
」
認
定

を
受
け
た
企
業
の
う
ち
、
男
性
労
働

者
の
育
児
休
業
取
得
、
長
時
間
労
働

の
抑
制
、多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
、

出
産
し
た
女
性
労
働
者
の
継
続
就
業

等
の
項
目
に
つ
い
て
、
よ
り
厳
し
い

開拓使兌換証券

運河プラザ●

至余市・倶知安 至札幌

小樽文学館●
小樽美術館

オーセントホテル小樽●

●長崎屋

●ハローワーク

金融資料館

小樽運河

JR小樽駅

小樽臨
海線

国道5号線

お
た
る
日
銀
通
り

郵便局●
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基
準
を
満
た
し
た

企
業
が
、
厚
生
労

働
大
臣
に
よ
り
受

け
ら
れ
る
も
の
で

す
。

▼
「
プ
ラ
チ
ナ
く

る
み
ん
」
マ
ー
ク

は
、
マ
ン
ト
と
王

冠
を
つ
け
、「
く

る
み
ん
」
マ
ー
ク

取
得
企
業
よ
り
も

両
立
支
援
の
取
り

■早いものでもう年の瀬、皆さまにとって、今年はどん
な一年でしたか。私の記憶の中では、これほど自然災害
が頻発した年はありません。犠牲となられた方々のご冥
福を心よりお祈りするとともに、被災された皆さまに謹
んでお見舞い申し上げます。一連の出来事に際し、電力
や道路などの生活インフラ整備、企業の業務継続への取
り組み、家庭での災害への備えの重要性を改めて思い知
らされました。
　改めてという意味において、今回、本誌を企画、編集
していてふと気付いたのですが、これほど多岐にわたる
記事を同時に掲載している企業広報誌は、なかなか見当
たらないのではないでしょうか。今号では、日本銀行の
レポートや中央銀行の紹介に加え、健康やアジアに関す
るインタビュー・対談のほか、明治維新胎動の地である
山口県萩市における地域活性化、フランスの母国語事情
などを取り上げています。前号も、それ以前のバックナ
ンバーにも情報が満載です。それだけ毎回の企画に頭を
悩ませていますが、皆さまに「幕の内弁当的お得感」を
楽しんでいただければ幸いです。� （中川）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金
融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取
り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を
PDFファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますの
でご利用ください。
（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/index.
htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映してい
るものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式見解
等については、日本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）
をご覧ください。
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組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
現
し

て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
両
立
支

援
の
ひ
ろ
ば
」
よ
り
）。
マ
ン
ト
の

色
は
、
十
二
色
（
ピ
ン
ク
色
、
だ
い

だ
い
色
、
黄
色
、
緑
色
、
青
色
、
紫

色
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
色
を
淡
く

し
た
色
）
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
日
本
銀
行
で
は
、
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
桜
の
花
の
色
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
し

ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
仕

事
と
子
育
て
等
の
両
立
に
資
す
る
制

度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
た
職
員
の

意
識
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

▼
今
後
と
も
、
す
べ
て
の
職
員
が
能

力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
環
境

整
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま

す
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/about/

diversity/index.htm
/

「プラチナくるみん」マーク


